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は じめ に

本誌の 前号 （杉山　2006a，b）に続い て，2003年に ロ シア 連

邦で 刊行された lnternational　Gcological−Geophysical　Atlas　of

the　Pacific　Ocean （以下，ア トラ ス と呼ぶ ）に収録 され て い

る 図 を種類 ご とに紹介する。

　　　　　　　　 地震探査プ ロ フ ァ イル

　ア トラ ス に は，  反射法地震探査で得られ た大陸斜面か ら

海溝 （ある い は舟状海盆）に かけての 断面や海膨 ・海嶺を横

断する断面 の プロ フ ァ イル とそ の 解釈図 （第 1図），  深部

地震探査 （Deep　Seismic　Sounding ：DSS ）で得られ た地殻内

あ る い は 上 部 マ ン トル ま で の P 波速度 （また は密度）の 分

布を示す図が多数収録され て い る，

　反射法地震探査 で は，制御可能な音源 （圧縮空気 の 放出や

高電圧 の 放電な どに よ る）か ら低周波の 卓越する音波を周期

的に発振 し，そ れ が海底下 にあ る音響 イ ン ピーダ ン ス （密度

× 伝播速度）の異なる地層 ・岩石 の 境界で反射されて きたと

こ ろ をハ イドロ フ ォ ン に よ り受振す る．受振波形を時間軸に

沿っ て 並べ た記録は堆積層の 累重状態や音響基盤上面の 起伏

を忠実に描きだすの で，地質構造が理解しやすい ．

　反射法地震探査に はハ イ ドロ フ ォ ン が 1つ の シ ン グル チ ャ

ン ネル 方式と複数 （1，000チ ャ ン ネル 以 上 の もの まで あ る〉

の マ ル チチ ャ ン ネル 方式が あ る，マ ル チ チ ャ ン ネ ル 方式の 利

点の 1つ は，複数の ハ イ ドロ フ ォ ン に よ り集め られた同
一

地

点の 反射波をデ ジ タル 化 して重ね合 わせ るこ とにより信号に

対する ノ イ ズの 比率を柑対的に 低くし，分解能の 高い 記録を

得る こ とが で き る点 にあ る，こ の ような反射波の 重 ね合 わせ

を共通反射点重含 （Common 　Depth　Point　Stack　l　CDP 重合）

とい う （第 2図）．なお，この 方式で は地層中の 音波の 伝播

速度を計算して層相の 判別などに役立 て る こ ともで きる．

　深部地震探査 （DSS ）と称され て い る もの は屈折波を利用

する地下構造探査 で ある．通常，屈折法地震探査で は解明し

ようとする深度の 4倍以 上 の 測線長を必要とするの で，海域

にお い て 上部マ ン トル まで の 深 さの P 波速度分布を明 らか

に しよ うとする と，震源 と して 大容量の エ ア ガ ン また は 多量

の 火薬を使い ，50  以上の 測線上 で観測をする こ と。こなる．

か つ て は発振船 と観測船 （ハ イ ドロ フ ォ ン を曳航）の 2隻を

用い る二 船法が一
般的で あ っ たが，今 は観測船の 代 わ りに ソ

ノ ブイや 海底地震計が 用い られて い る．

　ア トラ ス に収録 されて い る P 波速度 （密度）断面図の 大

部分は最 も簡便なイン バ ージ ョ ン 法を用い て解析 された もの

で あるが，最近 で は水平方向に も不均質な速度断面を決定で

きる二 次元 イ ンバ ージ ョ ン 法が適用 で きる ように なっ て い

る，

　多くの Dss の 解析成果 を もとに描 か れ た太平洋の モ ホ面

の 深度分布図を第3 図に示す．

　　　　　　　　　　　重力異常図

　ア トラ ス に は，  船上 で 測定され た重力値 に もとつ くブ リ

ーエ ア 重力異常図 （フ ォ ト第 1図）およびブ
ー

ゲ重力異常図，

  人工衛星 に搭載されたマ イクロ 波レーダーで取得された海

面高度 データに もとつ い て 作成され た重力異常図 （フ ォ ト第

2 図），  陸域 も含め た 地球全体の ブーゲ重力異常図が収録

され て い る．

　  と  は，太平洋を 6海域に分割し，各海域が縮尺 1，000

万分の 1 の 広域図 と して編集され て い る．特定海域 に つ い て

はさらに詳細な図も描か れ て い る．

　陸上 の場合，異なる地点の フ リ
ーエ ァ重力異常値を比較す

るた め に は地形補正 と高度補正が必要で ある が，海上の 場合

は観測船 が ほ ぼ ジ オイ ド面 Lに あるの で，こ れ らの 補正 は不

要 とな り，エ トベ ス補正 （船 の速度や方向によ り生 じる遠心

力の 補正）の み を施せば比較可能なフ リ
ーエ ア 重力異常値を

得る こ とがで きる．フ リーエ ア 重力異常値は海底地形 と高い

相関性がある．

　重力異常値を地下構造 の 解析に利用 しようとする場合に

は，地球重力 の 100万分の 1の精度で測定する必要がある．

船上 測定の 場合，精度 を上 げ る うえで の 最大の ポ イ ン トは船

の 動揺の 影響をい か に抑えるかに あり，その た め の メ カニ ズ

ム を工夫した様 々 な海上重力計が開発され てきた．現在はス

プ リ ン グ式の ラ コ ス ト・ロ ンバ ーグ型が 広 く利用されて い る．

　  の 重力異常値は GEOSAT が 4，5年問，　 ERS ・1が 2年間，

　2006 年 7 月 12 日受付．2006 年 9 月 10 日受理．
＊ 東京支部　〒 183−0046　東京都府中市西 原町 4−36−16，4−36−16Nishihara，　Fucyu　l83−0046，　Japan
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　　　　　　　　　　第 1 図　マ ル チ チャ ン ネル 反射法 地震探査 プ ロ フ ァ イ ルの 解釈図の
一

例 （ア トラ ス p．158）
　三 陸沖の 大陸斜面か ら日本海溝 に か け て の 断面．重合 前深度マ イ グ レ ーシ ョ ン と呼ばれ る高度 なデ ジタ ル 処理 を施 した後に現われ た明瞭な

反射面 とそ の解釈 を示 してい る，

　　第 2 図　共通反射点 （CDP ）重合の 原理 （ア トラス p．19＞
　受振波 の 中か ら海底 の 同 じ点で 反射 された波 を集め，こ れ を重 ね

る こ とによ りノ イズ を相対 的に 弱め，真の 情報 （信号）を明瞭に す

る．
  第 1発振点の 位置   第 1発振点に対応 した受振 シ ス テ ム （ス ト

リ
ー

マ
ー

ケ
ー

ブ ル）の 位置，  第 2発振 点の 位置，  第 2発振点に

対応 した受振 シス テ ム （ス トリーマ ーケーブル ）の 位置   海底面，
  地層面 1，  地層面 II

マ イ ク ロ 波レー
ダ
ー

に より収集した膨大な量 の 海面高度デ
ー

タ を特別なア ル ゴ リズ ム に よ り重力値 に変換 した もの で ，海

上 で 測定され た重力値と比較する こ とに より精度が チ ェ ッ ク

され て い る，

　  は縮尺 5，000万分の 1で 編集されて おり，海域 は 1Stx
15’，陸域 は 5’x5

’
の グ リ ッ ドご とに ブーゲ異常値が与

えられ て い る．海域の 値は衛星 に よ り取得された 海面高度 デ

ータか ら求め られ た もの で ，本質的に は  と同 じで あ る．陸

域 の 値 は実測値 に もとつ い て お り，デ
ータの 空白域 もある．

（90）

　陸域 で 測定された 重力値に ブー
ゲ補正を施す場合 は，測定

点と ジ オ イ ドの 間 に存在する 岩石の 密度を 2
，
670kg〆m3 と し

て そ の 引力を除去する が，海域の ブーゲ補正 で は密度

1，030kg！m3 の 海水を密度　2，990kg！m3 の 岩石で置 き換える とい

う計算を行う．

　　　　　　　　　　　磁気異常図

　 ア トラス に は船上 の プ ロ トン磁力計 （セ ンサ
ーは船尾に曳

航）で 測定され た全磁力 （ベ ク トル 量）データ に もとつ い て

作成 され た 全磁力異常図が収録され て い る．こ れ には，太平

洋を 6海域 に分割 し各海域を縮尺 1，000万分の 1で編集 した

広域図 と，特定海域の 詳細図が ある，北太平洋とい くつ かの

特定海域 の図で は正帯磁場と逆帯磁場が面的 に色分け され て

い る （フ ォ ト第 3 図）が，その他の海域で は航跡上に全磁力

の 強度変化が連続した 曲線で 描 か れ る に と ど まっ て い る．

　海上 に おける全磁力測定は，重力測定とは対照的に，船体

の 動揺 に よ る 精度低下が全 くない．しかし，船尾に 曳航する

セ ン サ
ー

の 水平方向の 分解能は水深に比例 して 低下す るの

で，振幅が小さい 場合や波長が短い 場合には磁力の 強さや方

向を検出する こ とが難し くな る．

　海上 で 測定され る磁力が海底下の どの 部分に起因して い る

か が判然 と して い ない とい うこ と は全磁力異常図を解釈す る

うえで大きな問題で ある，木川 （1986）や海野 （2003）は大

西洋 の い くつ かの 深海掘削孔で 基盤 と されて い る玄武岩の 極

性が深度方向に何回か反転して い る例がある こ とを紹介 して

い るが，こ の ような状態が普遍的で あれ ば，海上 で観測され

る全 磁力異常が何 を意味 して い るの か 分か らなくなる．

　なお，付録として 「大洋の 磁気リニ エ ーシ ョ ン 図」（Cande
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第 3 図　屈 折法地震探査 の結 果に もとつ い て作成さ れ た モ ホ面深度分布図 （ア トラス p，142）
南東 太 平洋 の 各 地で実施 された DSS の 成果 に もとつ く，縮尺 1！9，000万．数字 は海面か らの 深度 （  ）．
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　　　　　　　　　　　　第4 図 熱流量分布図の
．・

例 （ア トラス p．99 の
一
部）

　丸の大 きさが大 きい ほ ど熱流量が 大．南米西側の パ ナマ 海盆 は全体的に 熱流量が 大 きい が，
ラ海盆 は 全体的に 小 さい ．西経 100°線西側の 3，000　m 等深線は東太平洋海膨 の 中軸，

そ の北 の グ ア テ マ
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第 5 図　太平洋の 概略海底地形の 海底地形名

大洋中央海嶺 （Mid　Ocean　Ridge）

　MOR1 東太平洋海膨 （East・Pacific　Risc） MOR2 太平洋 ・南極海嶺 （Pacific−Antarctic　Ridge） MOR3 エ クス プロ ー
ラ海嶺 （Explorer　Ridge）

　MOR4 フ ァ ン ・
デ
・フ ーカ海嶺 〔Juan　de　Fuca　Ridge） MOR5 ゴ ル ダ 海嶺 （Gorda　Ridges）

大洋中 央海嶺 ヒの 特 異ブ ロ ッ ク （Microplate）
M ！イース タ

ー・
マ イク ロ プ レ

ー
ト （Eastcr　Mieroplate） M2 フ ァ ン ・フ ェ ル ナ ンデ ス ・

マ イク ロ プレ ート （Juan　Fe” iandez 　Microplate）

断裂帯 （FractUrc　Zone）
　F1 タ マ ヨ断裂帯 （Tamayo 　F．Z．） F2 リベ ラ断裂帯 （Rivera　F．Z、） F3 オ ロ ズコ 断裂帯 （Orozco　F、Z．） F4 オゴル マ ン 断裂帯 （0

’
gQnnan　F．Z．）

　F5 シ ケ イロ ス 断裂帯 （siquciros　F．z．） F6 ケプ ラ ダ断裂帯 （Qucbrada　F．z．） F7 ゴ フ
ー断裂帯 （GGfar　FZ ．） F8 ウ イ ルケス 断裂帯 （wilkes

F．Z．） F9 ガ レ ッ ト断裂帯 （Garrctt・F．Z．） FIO メ ナ
ー

ド断裂帯 （Menard 　FZ ．） F11 エ ル タ
ー

ニ ン 断裂系 （Eltanin　EZ ．） F12 チ リ断裂帯 （Chile
F．Z、） F13 バ ル デ ビ ア断裂帯 （Valdivia　F．Z） F14 グ ア フ ォ 断裂帯 （Guafo　F．Z ．） Fl5 ウ

ージ ェ ン チ ェ フ断裂帯 （Udintsev　FZ ．） F16 ス コ ッ

ト断裂帯 （Scott　F．Z ．） Fl7 イ
ー

ス タ
ー
断裂帯 （Easter　F．Z ．） F18 チャ レン ジャ

ー断裂帯 （Challenger　EZ ．） Fl9 ブ ラ ン コ 断裂帯 （Blanco

EZ、） F20 サーベ イヤ
ー断裂帯 （Surveyor　FZ ．）　F21 メ ン ドシノ 断裂帯 （Mcndocino 　F．Z．） F22 パ イ オ ニ ア 断裂帯 （Pioneer　F．Z ．） F23 マ レ

ー断裂帯 （Murray 　F．Z ．） F24 モ ロ カ イ断裂帯 （MolQkai　F，Z．） F25 ク ラ リ オ ン 断裂帯 （Clahon　FZ．） F26 ク リ ッ パ ートン 断裂帯 （Clipperton
F．z．） F27 ガ ラパ ゴ ス 断裂帯 （Galapagos　F．Z．） F28 マ ル ケサス 断裂帯 （Marquesas　FZ，） F29ツ ア モ ツ 断裂帯 （Tuamotu　F．Z．） F30オース ト

ラル 断裂帯 〔Austral　F．Z．） F31 アガ シ ス断裂帯 （Agassiz　F．Z．） F32 ビ ク トリァ断裂帯 （Victoria　F．Z．） F33 中央断裂帯 （Central　F．Z．）

列島
・
諸島

・
海膨 ・海嶺 ・海台 ・海 Ill群 ・海 山列 （Archipelago，　Is五ands ，　Rise、　Ridge，　Plateau，　Scamounts，　Seamo  t　Chain）

　R1 コ ロ ン海嶺 （Colon　Ridge） R2 コ コ ス 海嶺 （Cocos　Ridge）　R3 カーネギー海嶺 （Carnegie　Ridge） R4 ガ ラパ ゴ ス 海膨 （Galapagos　Rise）

　R5 サ ラ イゴ メ ス 海嶺 （SalaYGomez　Ridge） R6 ナ ス カ 海嶺 （Nazca　Ridge） R7 天 阜海1［1列 （Ernpcrer　Sea皿 ount　Chain） R8 ヘ ス海膨 （Hess

　Risc） R9 ハ ワ イ海嶺 （Hawaiian　Ridgc） RlO ライ ン 諸島海嶺 （Line　lslands　Ridgc） R11 ッ ア モ ツ 諸島 （Tuamotu 　Archipclago） Rl2 シ ヤ ツ

　キー海膨 （Shatsky　Rise） Rl3 中部太平洋海山 群 （Mid 　PacMc 　Searnounts） R14 ネッ カー海嶺 （Necker　Ridge） Rl5 マ ゼ ラ ン 海［IleV（Magellan

　Seamounts）　R16 マ
ーシ ャ ル 海III．＃ （Marshall　lslands　Seamounts）　R17 カ ロ リン 海山群 （CarQ］jne　Seamounts） Rl8 オーリピ ッ ク海膨 （Eauripik

Rise） Rl9 オ ン トン ジ ャ ワ 海膨 （Ontong　Java　Risc）
テ諸島 （SQclety　ls，）　R23 ツ ブ ア イ諸島 （Tubuai　ls、）
ベ ル海台 （Campbcll　P］ateau ）

島　（Nansei　Shot（｝ Islands）

ナ海嶺 〔East　Mariana　Ridge）
ロ モ ン 諸 島 〔Solomon　Is．）
Ilcbrides　Is．）
（Norfolk　Ridge）
Plateau）

　　　　　　　R41 ハ ン ター海嶺　（Hunter　Ridge）
　　　　　　　　R45 西ノ

ー
フ ォ

ー
ク海嶺（West　Norfolk　Ridge）

　　　　 R48 マ ッ コ リ
ー海嶺 （Macquari己 Rid　c）

タス マ ン 海膨 （South　Tasman 　Rise）

　　　　　　　　　　　　R20 マ ゼ ラ ン海膨 （Magellan　Rise）　R21 マ ニ ヒ キ海台 （Manihiki　Plateau）

　　　　　　　　　　　　 R24 ル イ ビル 海 嶺 〔Louisville　Ridge） R25 チ ャ タム海膨 （Chatham 　Rise）

　R27 ア リ ュ
ー

シ ャ ン列島 （Aluetian　ls．） R28 千島列島 （Kuril　Is．） R29 　H 本列島 （Japanese　ts．）
R31 七島 ・硫黄島海嶺 （Shichito−Iozima　Ridge） R32 西 マ リア ナ海嶺 （West　Mariana　ridge） R33

　R34 ヤ ッ プ 諸島 （Yap　Is．＞　R35 パ ラオ諸島 （Palau　ts．）
　R38 トン ガ 諸島 （TQnga 　ls．） R39 ケ ル マ デ ィ ッ ク 諸 島 （Kermadec 　ls．）
　　　　　　　　　　　R42 ラ ウ海嶺 （Lau　Ridge）　R43 コ ル ビル 海嶺 （Colvile　Ridge）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 R46 ロ

ードハ ウ海膨 （Lord　Howe　Rise）

　　　　　　　　 g　 R49 パ プア 海台 （Papua　Plateau）

R36 九州 ・パ ラオ海嶺 （Kyushu −Palau　Ridge）
　　　　　　　　　 R40 ニ ュ

ー
ヘ ブ リデ ス 諸 島 （New

　　　　　　　　　　　　　　　 R44 ノ ーフ オ ーク海嶺

　　　　　　　　　R47 チ ャ レ ン ジ ャ
ー
海台（Challenger

R50 ク イ ン ズ ラ ン ド海台 （Queensland　Plateau） R51 南

R22 ソ シエ

R26 キ ャ ン

R30 南西
．
諸

巾．央マ リア

　 　 R37 ソ

海盆　（Basin）

　B1 グ ア テ マ ラ 海盆 （Guatcmala 　B ．） B2 パ ナマ 海盆 〔Panama　B．） B3 ベ ル
ー
海盆 （Peru　B．）　B4 チ リ海盆 （Chile　B．） B5 ベ リン グハ ウゼ ン

　海盆 （Bellingshausen　B．） B6 北東太平洋海盆 （Northeast　Pacific　B、） B7南 西太平 洋海盆 （Southwest　Pacific　B 、） B8 北西太平洋海盆 （Northwest

　Pa。ific　B．） Bg 　i　l　e部太平洋 海盆 （Central　Pacfic　B．） BlO 東マ リア ナ 海盆 （East　Mariana　B ．） Bl1 酉 カ ロ リ ン海盆 （We．llt　Caroline　B．） Bl2

　束カ ロ リ ン 海盆 （East　Careline　B ．） B13 メ ラ ネ シァ海 盆 （MelancSian　B ．） B14 ア
丁1 ユ

ー
シ ャ ン 海盆 （Aleutian　B．） Bl5 ボワ

　ズ海盆 （Bowers

　B、） Bl6 コ マ ン ドル 海盆 （KomandorskajaB ．） Bl7 千島海盆 （Kuril　B．） B18 日本海盆 （Japan　Sca　B ．） Bl9 大和海盆 （Yamato ・B．） B20 南

　シナ海盆 （South　China　B．） B21 フ ィ リ ピ ン 海盆 （Philippine　B．） B22 四国海盆 （ShikekU　B ．） B23 パ レ スベ ラ海盆 （Parece　Vera　B．） B24

　ス ル 海盆 （Sulu　B ．） B25 セ レベ ス 海盆 （Cclcbes　B．） B26 北バ ン ダ海盆 〔North　Banda 　B．） B27 南バ ン ダ海盆 （South　Banda　B．） B28 ニ ユ

　
ーギニ ア海盆 （New 　Guinea　B ．） B29 マ ヌ ス 海盆 （Manus 　B ．） B30 ソ ロ モ ン海盆 （Selomon　B ．） B31 パ プ ア 深海平 原 （Papua　Abyssal　Plain）

　　B32 北 フ ィ ジー海盆 （Nerth　Fiji　B．） B33 南フ ィ ジー海盆 〔South珂 i　B．） B34 ニ ュ
ーカ レ ドニ ア海盆 （New 　Caledonia　B．） B35 タス マ ン

　海盆　（Tasman 　B．〕

海溝 ・舟状海盆 （Trench，　Trough）
　Tl 中米海溝 （Middle　Amcrica　Trcnch）　T2 コ ロ ン ビア海溝 （Colombian　Trench）　T3 ペ ル ー・

チ リ 海溝 （Peru．Chille　Trench）　T4 ア リュ
ー

シ

　ャ ン 海溝 （Aluetian　Trench） T5 千島・カ ム チ ャ ッ カ海溝 （Kuri1−KamchatkaTrench ） T6　H本海溝 （Japan　Trench） T7 伊豆 ・小笠原海溝 （Izu−

　Ogasawara　Trench）　T8 マ リア ナ海溝 （Mariana　Trench）　T9 ヤ ッ プ 海溝 （Yap　Trench）　TlO パ ラオ 海溝 （Palau　Trench）　T11 ニ ュ
ーギニ ア海

　溝 （New 　Guinea　Trcnch） Tl2 マ ヌ ス 海溝 （Manus　Trench） T13 ラ イラ舟状海 盆 （Lyra　Tr。ugh ）T14 マ ラ イタ舟状 海盆 （Malaita　Trough）

　Tl5ケ
ープ ジョ ン ソ ン 舟状海盆 （Cape 　Johnsen　Trough）　T16 ビチ ャ

ーシ海溝 （Wtyaz　Trench）　Tl7 トン ガ 海溝 （Tonga 　Trcnch）　Tl8 ケル マ

　デ ッ ク海溝 （Kermadec　Trcnch）Tl9 ヒ クラ ン ギ海溝 （Hlkurangi　Trcnch） T20 ソ ラン デル 海溝 （SolandeT　Trench） T21 天皇舟状海盆 （Emperor

　Trough ） T22 チ ヌ ーク舟状 海盆 （Chinook　Trough） T23 ノバ ・
カ ン トン 舟状海盆 （Nove　Canton　Trough）　T24 孛中縄舟状海盆 （Okinawa

　Tr。ugh ） T25 マ ニ ラ海溝 （Manila　Trench） T26 ／tラワ ン舟状海盆 （Palawan　Trough） T27南 海舟状海盆 （Nankaj　Trough） T28 南西諾島海

　溝 （Nansei　Shyoto　Tren。h） T29 フ ィ リ ピ ン海溝 （Philippine　Trench） T30 マ リ ァ ナ舟状海盆 （Mariana　T．） T31 ニ ュ
ーブリテ ン 海溝 （New

　Britain　Trcnch） T32 ボ ク リ ン トン 舟状海盆 （Pocklington　Trough） T33 南ソロ モ ン 海溝 （South　Solomon　Trench） T34北ニ ュ
ーヘ ブ リデ ス 海

　溝 （North　New 　Hebrides　Trench） T35 南ニ ュ
ーヘ ブ リデス海溝 （South　New　Hebrides　Trcnch） T36 ブ イセ ギュ

ール海溝 （Puysegur　Trench）
T37 ヨ ル ト海溝 （Ilj・rt　T・e・ch ）

島 ・諸島 （Jsland，　lslands）
　E イ

ー
ス タ

ー
島 （Easterl．）　G ガ ラパ ゴ ス 諸島 〔Gal　apagos 　ls．）　IIハ ワ イ島 〔Hawaii　l．） T タ ヒ チ 島 （Tahjtj　1．）　F ブ イ ジー諸島 （Fijils．）
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ct　al．1989）が付 い て い る．こ れは全大洋の ク ロ ン番号が 同

定され た地磁気縞模様の 位置を記入 した もの で ある，

　　　　　　　　　　熱流量分布図

　ア トラ ス に は，太平洋の 各測定点で 得られた熱流量値を縮

尺 3，000万分の 1の 広域海底地形図 に プ ロ ッ トした 熱流量分

布図が収録されて い る （第4 図）．ま た，特定の 狭い 海域 に

おける測定の 結果も大 ス ケ
ー

ル の 海底地形図に プロ ッ トされ

て い る．い ずれ の 図で も，得 られ た 熱流量値 （単位 ：mW ！

mZ ）はい くつ か の レベ ル に 区分 され，そ れ が 大きさ と色 の

異なる 丸印で 示 され て い る，測定点の 密度が高い の は 日本列

島周辺
・
北米大陸西岸沖 ・東太平洋海膨北部などの限られ た

海域 で，全体的に は まだ低い ，

　海底 の 地殻熱流量 は，深海で は海底付近 の 温 度場が 平衡 に

達 して い るとい う前提 の もとに，地温勾配と熱伝導率を測定

し，両者の積と して算出す る．

　地温勾配 は，通常 6個以 上 の 温度セ ン サー
を組み込ん だ 長

さ数 m の 槍状の プロ ーブ を海底の未固結層 に突 き刺し，各セ

ン サ
ー
が記録した温度の 違い か ら求める．い っ ぽう，熱伝導

率は，ヒーター線とサ
ーミス ター

を組み込 ん だ長さ 7cm ほ

どの 針状の プ ロ ーブ を同 じ地 点 に突 き刺 し，ヒ
ーター

線 を一

定の 熱量で 加熱 した時にサーミス ターが 記録した温度変化か

ら求め る，

　熱水活動が盛 ん な海膨や海嶺で は 海底付近 の 温度場が非平

衡で ．熱流量の 空間的 な ば らつ き ・時 間 的 な 変 動が 大 きい ．

こ の ような場 で代表的な熱流量値を決め 1 熱輸送の メ カニ ズ

ム を明らか にするた め に，一
度に複数点の 地温勾配を測定で

きる装置や 海底 に固 定 して長時間地温勾配 を測定で きる装置

が 開発され て い る，

　　　　　　　　　　 震源分布図

　ア トラ ス に は，太 平 洋全 域 の M ≧ 5．5の 地 震 （1977−

1989）の 震央 を縮尺 3，000 万分の 1の 地形図に プロ ッ トした

もの が収録され て い る．この 図 には発震機構の 解析結果も付

い て い る．また，い くつ かの 島弧
一
海溝系に つ い て は，M

≧ 4．5の 地震の 震源が立体視で きる図，発振機構 の 解析結果，

震源を断面に投影した 図も作成されて い る．さらに，「火ll亅・

地震 ・プレートテ ク トニ クス」と題す る地図 （Simkin　et　al．

1989）が付録 として 付 い て い る．これ に は 1897年以 降に発

生 した M ≧ 7．0の 大地震 1，300と 1960 年以降 に発生 した M

≧ 4．0の 地震 140，000の 震央が，深度 60km 以 深 と以浅に分

けて，世界地図の 上 に プロ ッ トされ て い る．しか し，い ずれ

も目新しい もの で は ない ．

海域区分と海底地形名

　次号以下で は太平洋の 海域 ご とに ア トラ ス に収録され て い

る各種の 図を紹介するが，そ れ に 先立 っ て 太平洋の 海域区分

と海底地形名 につ い て 説明 して お く．
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　　　　　　　　　　　海域区分

　太平洋の 概略海底地形を第5 図に 示す．ア トラ ス で は，縮

尺 1，000万分の 1の 広域 図は緯度 ・
経度に よ り機械的に 区分

され た 6 つ の海域ごとに示 され て い る．しか し，本稿の 次号

以降で は地形単元を重視し，以下の 8海域に分けて 主要な図

を紹介する．

　  東太平洋海膨 ：メ キ シ コ 西岸か らエ ル ターニ ン 断裂系ま

で南北 に 延び る大洋中央海嶺 （水lge　3，soo　一　4，000　m より浅

い 海域）．

　  中米〜南米大陸西側の 太平洋 ：中米
〜南米大 陸西岸か ら

東太
〜

ド洋海膨 の 東縁 （水深 3200〜4，000m ）まで の 海域

　  太平洋 ・南極海嶺と南極大陸北側 の 太平洋 ： エ ル タ
ーニ

ン断裂系以南 の 大洋中央海嶺 （水深 3，500　一　4
，
000　m よ り浅

い 海域）と，同海嶺と南極大陸北岸の 問の 海域．

　  北米大陸西側の 太平洋 ： ア メ リカ合衆国 ・カ ナダの 酉岸

から水深 3，500〜4，000　m まで の 海域．

　  太平洋中央部 ：太平洋全域か ら  〜  お よび  〜  を除

い た 海域，

　  ユ ーラ シァ大陸東側の 縁海 ：ユ
ー

ラ シ ア大陸東岸とア リ

ュ
ー

シ ャ ン列島から西及び 南ヘ フ ィ リピ ン
・
イン ドネシア ま

で 続 く島列 の 間の 海域．

　  フ ィ リピ ン ・イ ン ドネ シア の 縁海 ；フ ィ リ ピ ン 諸島 と伊

豆 ・小笠原諸島の 間の 海域 （フ ィ リピ ン 海）と イン ドネシ ァ

を構成する 島々 の 周辺海域

　  オー
ス トラ リ ア 大 陸 北 側〜東側 の 縁海 ；オース トラ リア

大陸の北〜東岸とニ ュ
ーギニ ア から東ヘ ニ ュ

ー
ジ
ー

ラ ン ドま

で 連なる島列 の 間の 海域．

　　　　　　　　　　 海底地形名

　本シ リーズ で使用する海底地形名の 英語表記はア トラ ス に

従う．また，対応す る和名は T 日本水路協会海洋情報研究セ

ン ター
（2003）に よる 「日本 を取 り巻 く海 の 地 形 （CD −ROM ）」

にある表記を基本とする，ただし，こ の 資料 は主 と して 日本

近海を扱 っ て い るの で，その 他の 海域の海底地形の和名は

GB ．ウージ ェ ン チ ェ フ （1990）「大洋底の 地形 と地質構造」

などを参考 に英語の 発音に 近い 表記 とした．

　日本水路協会海洋情報研究セ ン タ
ー（2003）の 上記資料は，

日本近海につ い て は 「海底地形の名称に関する検討会 （事務

局 ：海上保安庁海洋情報部）」 に よ り，その 他 の 海域 につ い

て は，「大洋水深総図指導委員会 （事務局 ： 国際水路局）」 に

よ り決定された海底地形名に準拠 して い る．ア トラス も10C

（政府間海洋学委員会）が 制作 に 関わ っ て い るの で，海底地

形名 の英語表記 は 「大洋水深総図指導委員会」の 決定に準拠

して い る と思 われ る．
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